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狂
言 

寝
音
曲

狂
言 

泣　

尼

ね 

お
ん
ぎ
ょ
く

な
き
　
　
　
あ
ま

謡
を
所
望
さ
れ
た
太
郎
冠
者
は
、酒
や
膝
枕
を
条
件
に
し
て
も
っ
た
い
を
つ
け
る
。主
人
は
願

い
を
か
な
え
、寝
か
せ
て
謡
わ
せ
る
が
、今
度
は
起
き
て
謡
う
よ
う
命
じ
ら
れ
、太
郎
冠
者
は

さ
ら
に
言
い
訳
を
重
ね
る
こ
と
に
…
…
。

高
額
な
布
施
に
引
か
れ
説
法
を
引
き
受
け
た
僧
は
、下
手
を
補
う
た
め
泣
き
役
の
尼
を
連
れ

て
行
く
。だ
が
説
法
の
最
中
、肝
心
の
場
面
で
尼
が
居
眠
り
し
、思
惑
が
外
れ
て
騒
動
と
な
っ

て
し
ま
う
。

語 

奈
須
与
市
語

な
す
の 

よ
い
ち
の
か
た
り

六
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
。

芸
を
極
め
た
人
間
国
宝
・
野
村
万
作
と
、
多
彩
な
才
能
を

も
つ
野
村
萬
斎
が
、
室
町
時
代
か
ら
続
く
日
本
最
古
の
喜
劇

「
狂
言
」
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

笑
い
と
語
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
楽
し
め
る
多
彩
な

演
目
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●当日は18時20分に、チケットの「整理番号」順に整列の上、順次ご入場いただきます。
●未就学児の入場はご遠慮願います。公演中、未就学児を対象とした「一時保育（無料）」を実施しています。公演１0日前までにお申し込みください。
●雨天が予想される場合は雨合羽等をご用意ください。天候によっては、会場がカーターホールに変更になることがございます。あらかじめご了承ください。
●車椅子の方、補助犬をお連れの方、体の不自由な方は、座席の相談を承りますので、コラーレまでお問い合せください。
●この公演は黒部市の助成により低料金でお楽しみいただけます。
主催／公益財団法人黒部市国際文化センター　共催／チューリップテレビ　　後援／黒部市、黒部市教育委員会、北日本新聞社

黒部市国際文化センター

コラーレ〈野外能舞台〉

一般5,500円　高校生以下1,000円　障がい者手帳をお持ちの方4,500円
チケット一般発売日 /5月10日（日）９:00～

7/2●
開場 18:30
開演 19:00

木

■プレイガイド：コラーレ、チケットぴあ（Ｐコード 541-355）

2026.

コラーレ花のうたげ

万
作
、
萬
斎
、
裕
基
の
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言
三
代
！

万
作
、
萬
斎
、
裕
基
の
狂
言
三
代
！
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一
九
六
六
年
生
。
祖
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
・
野
村
万

作
に
師
事
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
卒
業
。「
狂
言
ご
ざ
る
乃
座
」
主
宰
。
国
内
外
で
多

数
の
狂
言
・
能
公
演
に
参
加
貢
献
す
る
一
方
、
現
代
劇
や
映
画
・

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
演
、
舞
台
『
敦
ー
山
月
記
・
名
人
伝
ー
』

『
子
午
線
の
祀
り
』『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、
能
狂
言
『
鬼
滅
の
刃
』

『
日
出
処
の
天
子
』
な
ど
、古
典
の
技
法
を
駆
使
し
た
作
品
の
演
出

で
幅
広
く
活
躍
。
現
在
の
日
本
の
文
化
芸
術
を
牽
引
す
る
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
ひ
と
り
。
芸
術
祭
新
人
賞
・
優
秀
賞
、
芸
術
選
奨
文

部
科
学
大
臣
新
人
賞
、
朝
日
舞
台
芸
術
賞
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、

毎
日
芸
術
賞
千
田
是
也
賞
、
読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞
、
観

世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
松
尾
芸
能
賞
大
賞
、
坪
内
逍
遥

大
賞
等
を
受
賞
。
石
川
県
立
音
楽
堂
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
東
京
藝
術
大
学
・
日
本
大
学

芸
術
学
部
客
員
教
授
。（
公
社
）全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
会
長
。

野
村
萬
斎  

狂
言
師

の   

　
む
ら
　
ま
ん
　
さ
い

　

一
九
三
一
年
生
。
重
要
無
形
文
化
財
各
個
指
定
保
持
者
（
人
間

国
宝
）、
文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
。
文
化
勲
章
受
章
。

祖
父
・
故
初
世
野
村
萬
斎
及
び
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
に
師
事
。

早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。「
万
作
の
会
」
主
宰
。
軽
妙
洒
脱
か

つ
緻
密
な
表
現
の
な
か
に
深
い
情
感
を
湛
え
る
、
品
格
あ
る
芸
は
、

狂
言
の
一
つ
の
頂
点
を
感
じ
さ
せ
る
。
国
内
外
で
狂
言
普
及
に
貢

献
。
ハ
ワ
イ
大
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
で
は
客
員
教
授
を
務
め
る
。
狂

言
の
技
術
の
粋
が
尽
く
さ
れ
る
秘
曲
『
釣
狐
』
に
長
年
取
り
組
み
、

そ
の
演
技
で
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、

日
本
芸
術
院
賞
、
松
尾
芸
能
賞
、
紫
綬
褒
章
、
坪
内
逍
遥
大
賞
、

朝
日
賞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
賞
等
多
数
の
受
賞
歴
を
持
つ
。狂
言

師
と
し
て
新
た
な
試
み
に
も
し
ば
し
ば
取
り
組
み
、
現
在
に
至
る

狂
言
隆
盛
の
礎
を
築
く
。
二
〇
二
五
年
八
月
、
初
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
『
六
つ
の
顔
』
が
全
国
公
開
さ
れ
た
。

　
主
人
に
謡
を
所
望
さ
れ
た
太
郎
冠
者
は
、
い
つ
も

謡
わ
さ
れ
て
は
か
な
わ
な
い
の
で
、
酒
を
飲
ま
な
け

れ
ば
声
が
出
な
い
と
か
、
妻
の
膝
枕
で
な
い
と
謡
え

な
い
な
ど
と
言
っ
て
も
っ
た
い
を
つ
け
る
。
ど
う
し

て
も
謡
が
聞
き
た
い
主
人
は
、
太
郎
冠
者
に
酒
を
飲

ま
せ
、
自
分
の
膝
に
寝
か
せ
て
謡
わ
せ
る
。
上
手
に

謡
っ
た
太
郎
冠
者
は
、
今
度
は
起
き
上
が
っ
て
謡
う

よ
う
命
じ
ら
れ
る
が
…
…
。

　
太
郎
冠
者
と
主
人
の
と
ぼ
け
た
や
り
と
り
が
楽
し

い
、
太
郎
冠
者
狂
言
の
代
表
曲
で
す
。
情
趣
溢
れ
る

「
大
原
木
」
や
、
勇
壮
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
「
海
人
玉

ノ
段
」
な
ど
、
次
々
に
登
場
す
る
狂
言
小
舞
謡
も
聞

き
応
え
が
あ
り
ま
す
。

野
村
万
作  

狂
言
師

の   

　
む
ら
　
ま
ん
　
さ
く

　

一
九
九
九
年
生
。
野
村
萬
斎
の
長
男
。
祖
父
・
野
村
万
作
及
び

父
に
師
事
。
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
卒
業
。
能
楽
協
会
会
員
。「
イ

デ
ア
狂
言
」
主
宰
。
三
歳
の
時
に
『
靱
猿
』
で
初
舞
台
後
、
子
方

と
し
て
国
内
外
で
多
数
の
舞
台
に
出
演
、
修
業
を
続
け
、『
三
番

叟
』『
奈
須
与
市
語
』『
釣
狐
』
を
披
く
。
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、
能
狂
言
『
鬼
滅
の
刃
』
で
重
要
な

役
を
演
じ
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
や
全
国
各
地
の
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
講
師
を
務
め
、
狂

言
の
普
及
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

野
村
裕
基  

狂
言
師

の   

　
む
ら
　
ゆ
う
　  

き

公益財団法人黒部市国際文化センターは 2022年１月、SDGs 宣言をしました。
すべての人に芸術文化の鑑賞・参加の機会を提供し、豊かで潤いのある生活を支援します。

万
作
、
萬
斎
、
裕
基
の 

狂
言
三
代
！

〔
演
目
紹
介
〕

ね
お
ん
ぎ
ょ
く

寝
音
曲

　
能
『
八
島
』
の
間
狂
言
の
特
殊
演
出
と
し
て
演
じ

ら
れ
る
語
り
で
、
奈
須
与
市
が
扇
の
的
を
射
た
有
名

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
仕
形
話
に
し
た
も
の
。
狂
言
の
代

表
的
な
秘
伝
で
、能
と
は
別
に
単
独
で
も
演
じ
ら
れ
ま

す
。
奈
須
与
市
・
源
義
経
・
後
藤
兵
衛
実
基
な
ど
の

人
物
を
一
人
で
演
じ
分
け
る
華
や
か
な
仕
形
は
、
観

る
者
を
引
き
込
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
す
の
よ
い
ち
の
か
た
り

奈
須
与
市
語

　
親
の
追
善
の
た
め
に
堂
を
建
立
し
た
田
舎
者
が
僧

に
説
法
を
頼
み
に
来
る
。
高
額
な
布
施
に
つ
ら
れ
て

引
き
受
け
た
僧
だ
が
、
実
は
説
法
が
あ
ま
り
上
手
く

な
い
。
下
手
な
説
法
を
引
き
立
た
せ
よ
う
と
、
い
つ

も
泣
き
役
と
し
て
雇
っ
て
い
る
涙
も
ろ
い
尼
を
連
れ

て
行
く
こ
と
に
す
る
。
準
備
万
端
整
い
説
法
が
始
ま

る
が
、
肝
心
な
時
に
尼
が
居
眠
り
を
始
め
…
…
。

　
説
法
の
場
面
で
は
客
席
も
聴
衆
に
見
立
て
ら
れ
る

形
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
耳
を
傾
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
僧
と
尼
の
有
り
様
に
、
狂
言
の
鋭

い
風
刺
的
な
視
点
が
感
じ
ら
れ
る
曲
で
す
。

な
き
あ
ま

泣
尼

解
　
説
　
　
　
　
内
藤
　
　
連

狂
言

 

寝
音
曲
　
太
郎
冠
者
　
野
村
　
萬
斎
　
　
主
　
野
村
　
裕
基

後
見
　
月
崎
　
晴
夫

狂
言
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奈
須
与
市
語
　
　

中
村
　
修
一

後
見
　
飯
田
　
　
豪

施
主
　
深
田
　
博
治

　
尼
　
高
野
　
和
憲
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